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涅
槃
会
(
ね
は
ん
え
)
と
は 

陰
暦
二
月
十
五
日
の
釈
迦
入
滅
の
日
に
日
本
や
中
国
な
ど
で
行
わ
れ
る
、 

お
釈
迦
様
の
遺
徳
の
追
慕
と
報
徳
の
た
め
の
法
要
で
す
。
現
在
は
三
月
に
行
な
わ
れ
る
所
も
あ
り
ま
す
。 

法
要
は
、
寺
や
堂
な
ど
で
涅
槃
図
を
掲
げ
「
や
し
Ỹ
う
ま
」
を
供
え
、
生
花
な
ど
も
添
え
ま
す
。
参
加
者
は

お
経
を
唱
え
て
お
参
り
を
し
ま
す
。 

涅
槃
図
と
は 

釈
迦
が
涅
槃
に
入
る
時
の
様
子
を
描
い
た
絵
で
す
。
釈
迦
は
沙
羅
双
樹
の
下
で
頭
を
北
、
顔

を
西
、
右
脇
を
下
に
臥
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
釈
迦
を
囲
み
弟
子
・
国
王
・
菩
薩
等
60
衆
と
動
物
が
50

類
前
後
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

七
日
市
場
の
涅
槃
図
は
、
58
衆
と
41
類
で
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
小
品
で
す
。
し
か
し
、
質
素
な
中
に

ま
と
ま
り
が
あ
り
、
釈
迦
の
姿
が
大
き
く
描
か
れ
、
全
体
の
色
彩
が
美
し
い
の
が
特
色
で
す
。 

七
日
市
場
の
涅
槃
会 

平
成
二
十
一
年
に
涅
槃
図
が
諏
訪
神
社
で
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
先
人

へ
の
聞
き
取
り
や
集
会
記
録
の
調
査
等
か
ら
は
ỵ
き
り
し
て
き
た
こ
と
が
多
い
で
す
。 

・
涅
槃
図
は
神
社
の
宝
蔵
倉
に
保
管
さ
れ
て
い
た
(
神
社
北
の
阿
弥
陀
堂
か
ら
か
)。 

・
涅
槃
図
を
描
い
た
人
は
七
日
市
場
の
人
で
あ
ろ
う
(
江
戸
末
期
こ
ろ
か
)。 

・
涅
槃
会
は
昭
和
四
十
年
こ
ろ
ま
で
公
民
館
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
に
、「
や
し
Ỹ
う
ま
」
を
配
ỵ
た
。 

耕
地
総
代
が
近
隣
の
応
援
を
得
て
作
ỵ
た
よ
う
で
あ
る
。 

・
昭
和
十
七
年
の
記
録
に
「
例
年
１
斗
分
の
粉
を
使
ỵ
た
が
今
年
は
１
升
分
」
と
。 

涅
槃
会
の
復
活 

「
歴
史
の
会
」
で
は
、
涅
槃
図
の
絵
解
き
、
他
地
域
の
涅
槃
図
の
拝
観
、
女
性
会
員
の
「
や

し
Ỹ
う
ま
」
作
り
の
習
得
な
ど
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
に
約
45
年
ぶ
り
の
涅
槃
会
を
復
活
し
ま
し
た
。 

※
今
年
は
二
月
二
十
五
日
(
日
)、「
や
し
Ỹ
う
ま
」
配
布
一
⽇
三
〇
、
涅
槃
会
二
⽇
○
〇
、
直
会
(
な
お
ら

い
)
三
‥
○
○
を
行
い
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
の
ご
参
加
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。 
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